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『無題』佐野 靖文　Yasufumi SANO　1970 年生　W545×H392mm　色画用紙・アクリル絵の具　2019 年制作

発行日　2020年8月25日（火）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒605-0811
　　　　京都市東山区大和大路四条下る
　　　　4丁目小松町 四条・新道アトリエ
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編　集　株式会社 三六六

会　報
No .２４

天才アートとは、障碍
のある人の多くがもつ
優れた感性と表現力、
そこから湧き出る独

創的なアート作品に対して、特定非営
利活動法人 障碍者芸術推進研究機構

（天才アート KYOTO）が独自にネーミ
ングしたものです。当機構は天才アー
トを推進し、その啓発・普及活動を積
極的に行っています。

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

天才アート
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２
０
２
０
年
９
月
26
日（
土
）～
10
月
４
日（
日
）

ま
で
、「
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
―

天
才
ア
ー
ト

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
総
合
展
―
」
を
当
機
構
の
拠
点
で
あ

る
元
新
道
小
学
校
・
新
道
ア
ト
リ
エ
で
行
い
ま
す
。

今
回
は
従
来
の
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
な

く
、
新
道
ア
ト
リ
エ
が
会
場
で
あ
る
利
点
を
生
か

し
、
制
作
中
の
作
品
も
含
め
て
ま
さ
に
「
い
ま
、

こ
こ
で
」
作
品
が
生
ま
れ
る
臨
場
感
の
あ
る
展
示

を
行
い
ま
す
。
普
段
一
般
の
方
の
ア
ト
リ
エ
見
学

を
受
け
入
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の
よ
う
に

ア
ト
リ
エ
を
一
般
公
開
し
て
展
覧
会
を
開
催
す
る

の
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

ま
た
、
積
極
的
に
原
画
作
品
や
複
製
画
、
各
種

グ
ッ
ズ
の
販
売
を
行
い
、
作
家
や
作
品
の
知
名
度

の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
豊
か
な
自
立
と
社

会
参
加
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
ア
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
・

フ
ラ
ン
セ
関
西
の
協
力
の

も
と
、
10
月
３
日
（
土
）

は
「
ニ
ュ
イ
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
２
０
２
０
」

に
も
参
加
し
、
当
日
は
21
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

※
本
展
示
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
を
行
い
つ
つ
実
施
し
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は

急
き
ょ
非
公
開
と
な
り
、
映
像
配
信
の
み
で
の
発
表
の
形

に
な
る
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

共
催　
京
都
市　
京
都
市
教
育
委
員
会　

後
援　
（
公
財
）京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

　
　
　
京
都
市
立
総
合
支
援
学
校
長
会

助
成　
（
公
財
）京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金

　
　
　
（
公
財
）京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

協
賛　
洛
和
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

協
力　
文
化
庁
地
域
文
化
創
生
本
部

　
　
　
ア
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
関
西　

会
期　
２
０
２
０
年
９
月
26
日
（
土
）

　
　
　
～
10
月
４
日
（
日
）　
11
時
～
17
時　

＊
10
月
３
日
は
「
ニ
ュ
イ
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ 

Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
２
０
２
０
」
の
た
め
11
時
～
21
時
開
館

会
場　
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
新
道
ア
ト
リ
エ

京
都
市
東
山
区
四
条
通
大
和
大
路
下
る
４
丁
目
小

松
町
１
３
０

　
　
　
制
作
室
を
中
心
に
計
６
室

作
品　
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
所
属
作
家
43
名

　
　
　
の
作
品
１
５
０
点
（
予
定
）

予 　 告

展 覧 会

報 　 告

活　　動

会場の新道アトリエ

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

　
　

×

Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｉ

作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
提
供
事
業
の
お
知
ら
せ

「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
提
供
事
業
」
の
一
環
と
し

て
、
登
録
作
家
や
そ
の
作
品
の
知
名
度
向
上
や

多
様
な
グ
ッ
ズ
展
開
を
行
う
た
め
、
新
し
く
無

在
庫
販
売
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
作
成
サ
ー
ビ
ス

「SU
ZU

R
I by G

M
O

」 （https://suzuri.jp

）

を
用
い
て
、
順
次
新
た
な
グ
ッ
ズ
制
作
お
よ
び
販

売
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

SU
ZU

RI

と
は
、
無
在
庫
で
受
注
後
に
グ
ッ

ズ
作
成
か
ら
配
送
ま
で
を
一
貫
で
行
う
サ
ー
ビ
ス

で
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品
ア
ー
カ
イ

ブ
画
像
を
使
っ
て
、
グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま

す
。
商
品
と
し
て
は
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、

ト
レ
ー
ナ
ー
、
メ
モ
帳
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
注
文
を
受
け
る
ご
と

に
作
成
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
上
、
当
機
構
お
よ

び
作
家
の
金
銭
的
負
担
や
販
売
時
の
配
送
作
業
負

担
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
ま
で
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
の
な
か
っ
た
多
様
な
商
品
で
の
グ
ッ
ズ
展
開
が

容
易
に
な
り
ま
す
。
商
品
価
格
を
こ
ち
ら
で
設
定

で
き
、
販
売
価
格
か
らSU

ZU
RI

の
製
作
経
費

を
引
い
た
金
額
が
利
益
と
な
り
ま
す
。

作
成
し
た
商
品
は
、SU

ZU
RI

サ
イ
ト
を
通
じ

『
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ
オ

― 

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
総
合
展
』

開
催
の
お
知
ら
せ

て
の
み
購
入
い
た
だ
け
ま
す
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
で
「SU

ZU
RI 

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

と
入
力
す
る
か
、
掲
載
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ

で
読
み
込
む
こ
と
で
、
す
ぐ
シ
ョ
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）。
現
在
、

当
機
構
の
作
家
の
作
品
を
順
次

制
作
中
で
す
。
グ
ッ
ズ
作
成
次

第
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
順
次
広
報

宣
伝
し
ま
す
。

今
後
も
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
運
営
の
た

め
、
な
ら
び
に
よ
り
一
段
と
登
録
作
家
の
知
名
度

向
上
と
制
作
活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
、
読
者
の

皆
さ
ま
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
「
口
コ
ミ
」
発
信
な
ど
、

広
報
Ｐ
Ｒ
に
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

グッズサンプル

トートバッグ T シャツ

マグカップ
スマホケース
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天 才
アート
ノート

庄野 隆太

大場 多知子

村上　茜

村上　茜
Akane MURAKAMI
1993年生
月夜を舞う雪女、新撰組をモ
チーフにしたキャラクターなどを
村上は好んで描きます。アニメ・
漫画大国である日本の影響を受
けて育った村上は、ファンタジー
の世界にアニメ・漫画文化を通
すことで、自身を投影している
のかもしれません。私たちは想
像の世界では誰にだってなれる
のです。そんな当たり前でいて、
でも忘れがちな自由を彼女の作
品は教えてくれます。

影山 弘樹

影山 弘樹　Hiroki KAGEYAMA　1991年生
影山は著名な音楽家やインコ、ピエロなどを好んで題材にします。
キャンバスに描くときはアクリル絵具を用いて大胆に、ボード紙に
描く時はペンや色鉛筆を用いて緻密に描きます。
作品に登場する人物や動物たちは、実は親族であったり、同時期
の音楽家であったり、その「関係性」に重点がおかれて描かれて
います。そのため影山作品からは、それぞれの「関係性」によっ
て築かれた独特な世界観を感じとることができるのです。

上：『インコと作曲家』　W727×H606mm
　　キャンバス・アクリル絵の具　2019 年制作
下：『ピエロ・カーニバル』　W652×H530mm
　　キャンバス・アクリル絵の具　2019 年制作

『不動明王と金剛夜叉明王』　W174×H122mm
スケッチブック・鉛筆・色鉛筆　2010 年制作

『宮本武蔵のくじら退治』　W542×H382mm
画用紙・えんぴつ・色えんぴつ　2018 年制作

大場 多知子
Tachiko OHBA
1977年生
大場は日常生活の中での「面白
い、美しい、印象に残った」と
感じたことを、植物、動物など
のモチーフで画面に散りばめる
ように緻密に描き上げます。夢
のような迷路のような、どこか
私たちの観る行為を惑わすよう
な画面構成ですが、その画中に
は必ず彼女のちょっとした仕掛
けだったり、いたずら心が隠さ
れています。

庄野 隆太
Ryuta SHONO 1989年生
庄野が描く動物たちや仏像、そして
過去の名画は、全て「平面」に変換
されます。彼の手にかかるとモチーフ
は正面か横を向けられ、奥行きを奪
われ紙に張り付き、ユーモラスにデ
フォルメされてしまうのです。鑑賞者
はそのユーモアに微笑んだ時、庄野
が創り出した「平面の世界」へと引
き込まれていくようで、そんなある種
の怖さも彼の作品の魅力の一つです。

『新選組 × 雪女』　W100×H145mm
画用紙・水性ペン　2018 年制作

『白雪姫』　　W100×H145mm
画用紙・水性ペン　2018 年制作

『微生物』　W514×H363mm
アートボード・アクリル絵の具　2018 年制作

『子猿』　W372×H533mm
画用紙・水彩絵の具　2019 年制作
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彼
は
批
評
に
重
き
を
置
き
、作
品
が
「
現
代
美
術
」

と
し
て
ど
う
い
う
価
値
が
あ
る
の
か
、
常
に
本
や

カ
タ
ロ
グ
本
制
作
を
重
要
視
し
て
、
作
品
を
言
葉

で
発
信
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
顔
を
も
つ
ヨ
ハ
ン
・

フ
ァ
イ
ラ
ッ
ハ
ー
氏
の
先
導
の
も
と
、
グ
ギ
ン
グ

美
術
館
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
徹
底
し
て

い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
壁
の
色
は
落
ち
着
い
た
赤

色
や
黄
色
が
選
定
さ
れ
、
し
か
る
べ
き
箇
所
に

作
家
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
壁
画
が
描
か
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト

文
化
庁
委
託
事
業
『
令
和
元
年
度 

障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術

活
動
推
進
事
業
』
に
関
わ
る
欧
州
事
情
調
査
（
後
編
）

調査報告文
化
庁
委
託
事
業
『
令
和
元
年
度 

障
害
者
等

に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の

一
環
と
し
て
、
当
機
構
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
伊
東
が
欧
州
三
国
（
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
へ
の
事
情
調
査
へ
事
情
調
査
と

マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
の
た
め
の
交
流
、
お
よ
び
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。
会
報
24
号
で
は
報
告
の
後
編
を

掲
載
し
ま
す
。

グ
ギ
ン
グ
美
術
館

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
）

グ
ギ
ン
グ
美
術
館（M

useum
 G

ugging

）は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
の
郊
外
に
あ
る
マ
リ

ア
・
グ
ギ
ン
グ
国
立
神
経
科
病
院
の
敷
地
内
、
芸

術
家
が
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
制
作
す
る
「
芸
術

家
の
家
」
の
近
く
に
２
０
０
６
年
に
開
館
し
ま
し

た
。
同
施
設
に
は
、
グ
ギ
ン
グ
美
術
館
、
ま
た

オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
ア
ト
リ
エ
・
グ
ギ
ン

グ(Atelier G
ugging)

、販
売
部
門
を
担
う
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
グ
ギ
ン
グ
（G

alerie G
ugging

）
が

あ
り
、
美
術
館
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
展

示
や
作
品
販
売
、
美
術
館
教
育
な
ど
を
行
う
複
合

的
な
施
設
で
す
。「
芸
術
家
の
家
」の
作
品
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
グ
ギ
ン
グ
を
通
じ
て
積
極
的
に
販
売
し
、

世
界
中
の
美
術
館
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ギ
ン
グ
美
術
館
で
は
、
芸
術
監
督
、
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
フ
ァ
イ
ラ
ッ
ハ
ー
氏

（Johann Feilacher

）
と
お
会
い
し
ま
し
た
。

グギング美術館、ヨハン氏（左）と

グギング美術館外観

アーティストのポートレートが飾られた部屋

を
飾
る
た
め
の
部
屋
が
あ
り
、
訪
れ
た
観
光
客
に

と
っ
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
敬
意
が
最
大
に
払

わ
れ
た
施
設
だ
と
感
じ
さ
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。

グ
ギ
ン
グ
美
術
館
で
の
面
談
の
最
初
に
、
批
評

家
で
あ
り
精
神
科
医
で
あ
り
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
な
ど
、
多
彩
な
側
面
を
も
つ
ヨ
ハ
ン
・

フ
ァ
イ
ラ
ッ
ハ
ー
氏
か
ら
、「
貴
方
は
何
の
た
め

に
来
た
の
か
？
」
と
強
い
調
子
で
問
い
を
突
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
世
界
各
国
か

ら
の
視
察
希
望
者
が
殺
到
す
る
同
施
設
に
お
い

て
、「
ど
う
い
っ
た
理
念
で
芸
術
と
向
か
い
合
っ

て
い
る
か
？
」
と
い
う
芸
術
に
対
し
て
の
ス
タ
ン

ス
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
理
念
が
尊

重
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
私
か
ら
は

「
私
は
障
碍
者
に
よ
る
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
組

織
に
い
る
が
、
障
碍
は
身
体
的
な
こ
と
で
は
な
く

一
番
は
社
会
と
の
壁
を
指
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
壁

を
壊
し
、
人
類
の
文
化
と
芸
術
を
推
進
す
る
た
め

に
来
た
」
と
忌
憚
な
く
答
え
た
と
こ
ろ
、「
私
た

ち
も
ま
っ
た
く
同
じ
理
念
を
持
っ
て
い
る
」
と
、

笑
顔
に
な
り
、
快
く
調
査
を
受
け
入
れ
ら
れ
、
美

術
の
文
脈
を
踏
ま
え
た
上
で
の
詳
し
い
解
説
を
受

け
ま
し
た
。
グ
ギ
ン
グ
美
術
館
で
は「
生
の
芸
術
」

で
あ
る
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
と
い
う
言
葉

は
積
極
的
に
用
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
」
と
い
う
言
葉
に

は
否
定
的
な
立
場
で
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
グ

ギ
ン
グ
美
術
館
は
「
芸
術
の
外
側
」
に
い
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
意
識
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
エ
ガ
ー
ル
と
同
様
に
、

グ
ギ
ン
グ
美
術
家
は
も
う
ひ
と
つ
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
と
い
え
る
組
織
で
あ
り
、
今
後
の
継
続
的
な
交

流
を
約
束
し
て
後
に
し
ま
し
た
。
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仏
・
パ
リ
の
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
関
係

ギ
ャ
ラ
リ
ー
現
地
調
査　

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
事

情
の
現
地
調
査
の
た
め
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
関
連
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
３
施
設
（G

alerie 
du m

oineau écarlate Paris 

・G
alerie 

Frédéric M
oisan

・Les Yeux Fertiles

）
周

り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
調
査
や
当
機
構
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い

ま
し
た
。

事
情
調
査
を
行
な
っ
た
３
つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
専
門
、
オ
ー
ナ
ー
に

よ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し
た
作
家
選
出
、
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ム
と
関
連
し
て
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト

の
作
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
あ

り
、「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
を
取
り
扱
う
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
は
い
っ
て
も
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
大
き
く

異
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、ど
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
ア
ー
ト
・

フ
ェ
ア
を
重
要
視
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
ど

こ
も
、
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
よ
り
も
「
新
規
顧
客

の
発
掘
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
」
を
最
重
要
視

し
て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。同
時
に
、

常
に
「
美
術
批
評
」
を
重
要
視
し
て
お
り
、
作
品

紹
介
も
「
美
術
史
の
中
で
の
立
ち
位
置
に
重
き
を

置
い
て
い
ま
し
た
。
ど
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
非
常
に

好
意
的
な
対
応
を
受
け
、
長
い
時
間
を
か
け
て
質

問
に
答
え
て
く
れ
て
、
カ
タ
ロ
グ
等
の
資
料
も
多

く
譲
り
受
け
ま
し
た
。

ま
　
と
　
め

今
回
の
欧
州
事
情
調
査
は
、
当
機
構
の
Ｐ
Ｒ
や

海
外
の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
の
構
築
だ
け
で
な
く
、

障
碍
の
あ
る
作
家
の
作
品
売
買
を
普
及
さ
せ
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
創
出
の
た
め
の
調
査
が
目
的
で
し
た
。

日
本
で
、
障
碍
の
あ
る
作
家
の
作
品
売
買
を
普

及
さ
せ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
創
出
を
目
指
す
た
め
に

は
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
つ
く
れ
ば
」「
値
札
を
つ
け

た
ら
」「
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ア
に
出
展
し
た
ら
」
と

い
っ
た
枠
だ
け
を
揃
え
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
と
も
な

く
コ
レ
ク
タ
ー
が
や
っ
て
き
て
購
入
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｕ
域
で
の
事
情
調
査
で
改
め

て
実
感
し
た
の
は
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
を
取

り
巻
く
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
極
め
て
現
代
美

術
に
近
い
ル
ー
ル
で
動
い
て
お
り
、「
芸
術
の
歴

史
の
中
で
こ
の
作
品
は
ど
う
い
う
位
置
に
あ
る
の

か
」「
な
ぜ
こ
の
作
品
は
素
晴
ら
し
い
の
か
」
を

常
に
言
語
化
し
、
発
信
し
て
い
く
仲
介
者
的
人
物

を
中
心
に
動
い
て
い
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
日
本
に
広
く
浸
透
し
て
い
る
「
障
碍
者

ア
ー
ト
」
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
を
、
福
祉
業

界
や
文
化
・
芸
術
業
界
か
ら
も
見
直
し
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
問
題
が
山
積
み
で
あ
り
、
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
側
は
「
障
碍
の
あ
る
作
家
の
芸
術
」
の
推
進
を

掲
げ
な
が
ら
、
市
場
価
値
を
高
め
る
に
は
そ
の
枠

組
み
を
取
り
払
う
と
い
う
矛
盾
と
向
き
合
い
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
今
後
も
よ
り
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て

必
要
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
共
有
化
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
グ
ギ
ン
グ
美
術
館
を
出
る
際
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
・
フ
ァ
イ
ラ
ッ
ハ
ー

氏
か
ら
頂
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
の
活
動
に
は
と
て
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

M
useum

 G
ugging

で
の
活
動
は
35
年
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
は
25
年
を
か
け
て
今
の
地
位
が
あ
り
ま

す
。
決
し
て
、
決
し
て
歩
み
を
と
め
な
い
こ
と
が

力
に
な
り
ま
す
」

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
元
に
、
当
機
構
は
今
後
も

積
極
的
に
国
内
外
へ
の
ア
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
創

出
へ
の
展
開
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

Galerie du moineau écarlate Parisのオーナー：エリッ
ク氏への当機構のプレゼン風景

Les Yeux Fertiles のオーナー：ジャン＝ジャック氏と 

報
告
書
が
で
き
ま
し
た
。

「
令
和
元
年
度
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術

活
動
推
進
事
業
」
の
委
託
を
受
け
て
当
機
構

が
実
施
し
た
、『
障
碍
の
あ
る
人
の
芸
術
作

品
の
海
外
発
信
～
展
覧
会
か
ら
マ
ー
ケ
ッ

ト
開
拓
ま
で
』
の
成
果
物
と
し
て
、
報
告

書
が
完
成
し
ま
し
た
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
32

ペ
ー
ジ
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
）。

昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
岩
崎
仁
美

(

ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館 

展
覧
会
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
兼
キ
ュ
レ
ー
タ
ー) 

の
基
調
講
演
や
、

今
回
の
欧
州
事
情
調
査
の
詳
細
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

報
告
書
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
送

料
２
５
０
円
を
ご
負
担
い
た
だ
け
れ
ば
お

送
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
当
機
構
ま
で
「
文
化
庁
報
告
書

希
望
」
と
記
入
の
上
、
住
所
・
氏
名
な
ど

を
メ
ー
ル
（info@

tensai-art.kyoto

）

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
先
着
順
で
す
の
で
、
在
庫
が
無

く
な
り
次
第
締
切
と
な
り
ま
す
。
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レ
ス
ト
ラ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
が
大
好
き
で
し
た
。

本
を
読
む
の
は
今
で
も
好
き
で
、
気
に
な
っ
た

本
を
思
い
つ
い
た
よ
う
に
買
っ
て
き
て
は
読
ん
で

い
ま
す
。

家
で
描
く
絵
は
、
や
は
り
読
ん
だ
本
か
ら
イ

メ
ー
ジ
し
た
よ
う
な
も
の
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

最
近
は
、
人
体
や
病
原
菌
や
宗
教
や
化
学
な
ど

の
本
が
多
い
よ
う
で
、
そ
れ
が
描
い
て
い
る
絵
に

も
現
れ
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
ま
に
少
し
気
味
の
悪
い
絵
を
描
く
こ
と
も
あ

る
の
で
す
が
、
決
し
て
口
は
出
さ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
好
き
な
絵
を

本
人
が
描
き
た
い

よ
う
に
自
由
に
描

く
こ
と
が
一
番
と

考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。

だ
か
ら
こ
そ

描
い
た
絵
を
気
に

入
っ
て
も
ら
え
た

●
絵
本
が
大
好
き
な
保
育
園
児

真
菜
子
は
小
さ
い
時
か
ら
絵
本
が
大
好
き
で
、

休
日
の
た
び
に
図
書
館
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。

当
時
住
ん
で
い
た
滋
賀
県
の
守
山
市
立
図
書
館

か
ら
近
隣
の
図
書
館
、
県
立
図
書
館
な
ど
あ
ち
こ

ち
の
図
書
館
に
行
き
ま
し
た
。

旅
行
先
で
も
地
域
の
図
書
館
に
必
ず
立
ち
寄
る

よ
う
な
感
じ
で
、
図
書
館
に
着
く
と
何
時
間
も
飽

き
ず
に
ず
っ
と
絵
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
読
ん
だ
絵
本
の
絵
を
書
い
た
り
、
た

ま
に
絵
本
の
ま
ね
を
し
て
お
話
を
創
作
（
？
）
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

保
育
園
の
時
に
真
菜
子
が
家
で
描
い
た
お
話

「
き
ゅ
う
り
ん
ぼ
の
へ
や
」
の
原
稿
が
出
て
き
ま

し
た
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
読
ん
で
み
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

「
き
ゅ
う
り
ん
ぼ
の
へ
や
」

む
か
し
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
、
き
ゅ
う
り
の

き
ゅ
う
り
ん
ぼ
が
、
い
ま
し
た
。

き
ゅ
う
り
ん
ぼ
は
、
あ
ん
ま
り
せ
が
た
か
い
の

で
へ
や
に
は
い
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
ど
う
し
よ
う
か
な
。」
き
ゅ
う
り
ん
ぼ
が
い
い

ま
し
た
。

な
か
ま
の
に
く
ま
ん
の
に
く
ま
ん
ぼ
が
い
い
ま

し
た
。

「
じ
ぶ
ん
の
へ
や
を
つ
く
れ
ば
い
い
」

そ
し
て
き
ゅ
う
り
ん
ぼ
は
へ
や
を
つ
く
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

き
ゅ
う
り
ん
ぼ
は
、
き
を
き
り
に
い
き
ま
し
た
。

き
ゅ
う
り
ん
ぼ
は
き
を
あ
つ
め
る
と
さ
っ
そ
く

こ
つ
こ
つ
と
、
へ
や
を
つ
く
る
、
こ
と
に
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
こ
つ
こ
つ
つ
く
っ
た
の
が
お
し
ろ
で

し
た
。

そ
し
て
つ
ぎ
の
ひ
、
か
ざ
り
を
さ
が
し
に
、
い

き
ま
し
た
。

ど
こ
に
い
た
か
て
？
　
う
み
に
い
た
ん
だ
よ
。

そ
こ
に
な
ん
に
も
し
ら
な
い
き
ゅ
う
り
ん
ぼ

が
う
み
に
か
ら
だ
を
あ
ら
う
と
つ
け
も
の
に
、

な
っ
て
、
し
ま
い
ま
し
た
。

か
ざ
り
も
み
つ
か
っ
て
、
お
お
き
な
、
き
れ
い

な
お
し
ろ
に
な
っ
て
き
ゅ
う
り
ん
ぼ
の
、
く
ら

す
へ
や
が
、
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
み
ん
な
に
し
ら
せ
ま
し
た
。

み
ん
な
は
、
き
て
み
た
い
と
い
っ
て
み
ん
な
は

き
ゅ
う
り
ん
ぼ
の
へ
や
に
は
い
っ
て
み
ま
し

た
。

そ
し
て
お
ち
ゃ
を
の
み
な
が
ら
、
い
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
も
っ
と
き
れ
い
に
し
た
い
な
ー
。

そ
し
て
、
み
ん
な
は
そ
う
じ
を
は
じ
め
ま
し
た
。

で
も
、
つ
け
も
の
に
な
っ
た
、
き
ゅ
う
り
ん
ぼ

う
は
、
ぺ
た
ぺ
た
つ
け
も
の
の
し
る
が
、
お
ち

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
み
ん
な
が
、
き
づ
き
ま
し
た
。

「
き
ゅ
う
り
ん
ぼ
が
、
つ
け
も
の
に
、
な
っ
て

い
る
。」

そ
し
て
、
み
ん
な
に
ゆ
わ
れ
た
、
き
ゅ
う
り
ん

ぼ
は
、
お
も
い
だ
し
ま
し
た
。

あ
!!
あ
の
と
き
う
み
で
か
ら
だ
を
あ
ら
っ
た
か

ら
か
も
し
れ
な
い
。

き
ゅ
う
り
ん
ぼ
は
、
あ
わ
て
て
か
ら
だ
を
あ
ら

い
ま
し
た
。

す
る
と
き
ゅ
う
り
ん
ぼ
う
は
も
と
ど
お
り
に
な

り
ま
し
た
。

（
お
わ
り
）

小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ご
存
じ
の
方
も
多

い
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
」
シ
リ
ー
ズ
、「
化
け
猫

好
き
な
絵
を
描
き
た
い
よ
う
に

自
由
に
、
自
由
に
…　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 

山
元　
暢

ご家族さま
より寄稿

大好きな T シャツを着て（17 歳）

にせものさん（16 歳作品）

「きゅうりんぽのへや」の原稿とスケッチ
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時
の
喜
び
は
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
よ
う
に
真

菜
子
も
感
じ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
絵
を
描
く
こ
と

真
菜
子
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
。

保
育
園
の
こ
ろ
か
ら
絵
は
上
手
で
、
小
学
校
を

卒
業
す
る
ま
で
、
毎
年
、
展
覧
会
な
ど
が
あ
る
た

び
に
何
か
し
ら
入
選
し
て
賞
状
な
ど
を
貰
っ
て
き

て
い
ま
し
た
。

家
で
絵
を
一
生
懸
命
に
描
き
出
し
た
の
は
、
小

学
校
３
年
の
時
に
滋
賀
か
ら
山
科
に
引
っ
越
し
て

か
ら
で
す
。

山
科
の
小
学
校
に
移
っ
て
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
や
う

つ
の
症
状
が
強
く
な
り
、
す
ぐ
に
支
援
学
級
に
な

り
ま
し
た
。
支
援
学
級
に
な
っ
て
も
絵
は
毎
日
一

生
懸
命
描
い
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
と
し
て
「
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
崩
壊
フ

ラ
グ
」
を
名
乗
り
始
め
た
の
は
中
学
生
の
頃
か
ら

で
す
。「
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
崩
壊
」
は
認
知
心
理
学

で
使
わ
れ
る
言
葉
で
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
く
感
覚
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

見
え
る
も
の
を
分
解
し
、
絵
に
表
現
す
る
面
白
さ

を
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
真
菜
子
の
祖
母
も
絵
を
描
く
の
が
好

き
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
押
絵
や
書
画
を
た
く
さ

ん
制
作
し
て
い
ま
す
。

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
の
は
、
祖
母
の
遺
伝

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
絵
を
売
り
た
い

も
と
も
と
自
分
で
も
絵
を
売
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
、
高

校
生
に
な
る
と
ネ
ッ
ト
の
友
達
に

い
ろ
い
ろ
教
わ
り
な
が
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ス
タ
ン
プ
（
か
や
ぶ
き
し
き
住

居
）
を
作
っ
た
り
、
ネ
ッ
ト
で
絵

を
売
っ
た
り
し
て
い
る
の
を
見
て

驚
き
ま
し
た
。
直
筆
の
絵
が
２
枚

売
れ
、
ゲ
ー
ム
を
買
っ
て
大
喜
び

し
て
い
ま
し
た
。

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
マ
ッ

ツ
ァ
ラ
（M

ATTua-LA

）
に
お

世
話
に
な
っ
て
個
展
を
開
い
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
京

都
新
聞
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ニ
ュ
ー
ス
に

も
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
、
た
く
さ

ん
の
方
が
ご
来
場
に
な
り
、
皆
さ

ん
絵
を
い
っ
ぱ
い
買
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
真
菜
子
は
そ
の
お
金

で
ま
た
ま
た
ゲ
ー
ム
を
買
っ
て
大
喜
び
し
て
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
時
、
山
科
の
毘
沙
門
市
へ
の
出
店
の
お

誘
い
も
あ
り
、
以
降
、
毎
年
、
春
と
秋
に
真
菜
子

の
書
い
た
絵
の
缶
バ
ッ
チ
や
祖
母
の
押
絵
を
並
べ

て
い
ま
す
。

毘
沙
門
市
は
、
毎
回
、
季
節
ご
と
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
し
て
い
ま
す
。

山
科
の
毘
沙
門
は
春
は
桜
、
秋
は
紅
葉
が
大
変

き
れ
い
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
機
会
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
一
度
観
光
に
お
越
し
に
な
り
、
真
菜
子
の

お
店
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
天
才
ア
ー
ト
と
の
出
会
い

小
さ
い
頃
は
色
鉛
筆
や
ク
レ
ヨ
ン
、
コ
ピ
ッ
ク

で
絵
を
書
い
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
校
に
入
っ
て

か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
で
絵
を
書
き
始
め
ま
し
た
。
Ｓ

Ａ
Ｉ
、
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
な

ど
の
本
格
的
な
ソ
フ
ト
で
好
き
な
絵
を
描
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

高
校
は
東
総
合
支
援
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
と
き
に
学
校
に
飾
ら
れ
た
真
菜
子
の

デ
ッ
サ
ン
を
見
て
、
重
光
先
生
に
お
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
光
先
生
か
ら
の
お
誘
い
で

天
才
ア
ー
ト
の
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
す
ぐ
に
登

録
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

高
校
の
時
の
絵
は
抽
象
画
的
な
も
の
や
漫
画
的

な
も
の
が
多
く
、
こ
れ
も
そ
の
時
に
読
ん
で
い
る

本
や
漫
画
に
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
で
は
カ
バ
ン
に
絵
を
描
い
た
り
、

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ
て
い

た
だ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
買
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

天
才
ア
ー
ト
に
参
加
し
た
お
か
げ
で
毎
年
の
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
展
だ
け
で
な
く
、
京
都
国

際
映
画
祭
２
０
１
８
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
、
京
都
市

学
校
歴
史
博
物
館
や
き
ょ
う
と
障
害
者
文
化
芸
術

推
進
機
構
の
企
画
展
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

天
才
ア
ー
ト
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
で
も
成
長
し
て

い
け
る
こ
と
が
親
と
し
て
何
よ
り
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
好
き
な
絵
を
自
由
に
描
い
て
楽
し

く
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

手作り名刺（イラストレータで作成）毘沙門市への出店（18 歳）

『ゲシュタルト崩壊フラグのはじまり』2013 年制作、ボール紙・鉛筆（2 枚連作）
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■ 「
文
化
庁
移
転
・
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
推
進
チ
ー
ム
」

　

に
よ
る
「
文
化
庁
ウ
ェ
ル
カ
ム
動
画
」
を
公
開
中
！

「
文
化
庁
京
都
移
転
・
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
推

進
チ
ー
ム
」（
以
下「
文
化
庁
チ
ー
ム
」と
い
う
）は
、

平
成
28
年
11
月
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
を
契
機
に
、

「
文
化
の
力
で
日
本
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
か
」
を
考
え
、
連
携
し
て
互
い

の
取
組
の
推
進
を
図
る
な
ど
、
市
民
ぐ
る
み
で
行

動
す
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
そ
の
チ
ー
ム
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

こ
の
「
文
化
庁
チ
ー
ム
」
で
何
が
で
き
る
か
を

議
論
し
た
結
果
、
今
年
度
の
取
組
と
し
て
、
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
が
文
化
庁

京
都
移
転
を
歓
迎
す
る

「
文
化
庁
ウ
ェ
ル
カ
ム

動
画
」
を
制
作
し
公

開
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
京
都
の
文
化
を

振
興
す
る
多
様
な
メ

ン
バ
ー
の
活
動
紹
介
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
リ
レ
ー
な
ど
、
以
下
の
３
種
類
の
動
画

がYouTube

で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
！ 

（1）W
ELCO

M
E!

文
化
庁
京
都
移
転 

～
い
よ
い
よ
！
文
化

庁
が
京
都
移
転
!!
編
～
（
４
分
54
秒
）

 URL

：https://youtu.be/lO
jbCBZqNcM

（2）W
ELCO

M
E!

文
化
庁
京
都
移
転
～
私
の
「M

y 
Bunka

」
編
～
（
２
分
49
秒
）

URL

：https://youtu.be/0cKO
wZou7bE

（3） W
ELCO

M
E!

文
化
庁
京
都
移
転
～
私
の
「M

y 
Bunka

」
編
～
30
秒ver

（2）
の
動
画
を
30
秒
に
短
縮
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン

URL

：https://youtu.be/Jm
0TxLeXO

Bw

　

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

佐
野
の
作
品
の
多
く
は
、
画
面
全
体
が
絵
具
で
覆
わ
れ
る
状

態
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
心
の
な
い
絵
を
前
に
す
る
と
、

鑑
賞
者
は
ど
こ
に
視
点
を
置
く
べ
き
か
戸
惑
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
彼
の
作
品
を
連
作
で
観
る
と
、
実
は
一
作
品
ご
と

に
素
材
や
タ
ッ
チ
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
反
復

に
よ
っ
て
描
か
れ
る
彼
の
作
品
を
じ
っ
く
り
観
て
い
く
と
、
時

に
炎
や
煙
の
よ
う
な
不
定
形
な
形
状
に
も
、
あ
る
種
の
佐
野

の
絶
妙
な
力
加
減
で
描
い
て
い
っ
た
身
体
を
想
起
さ
せ
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
日
常
生

活
や
経
済
活
動
そ
の
も
の
に
大
き
な
変
化
を
促
し
、
新
し
い

常
識
の
も
と
で
行
動
す
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
」
と
い
う
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
末
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
「
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ

オ
―
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
総
合
展
―
」
も
コ
ロ
ナ
対
策
を

万
全
に
施
し
て
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
新
道
ア
ト
リ
エ
で
作

品
展
を
開
催
す
る
の
は
初
め
て
の
試
み
で
す
の
で
、
必
ず
成

功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
に
こ
そ
、

ア
ー
ト
が
必
要
」
と
逢
坂
恵
美
子
国
立
新
美
術
館
長
も
発
言

さ
れ
、
美
術
鑑
賞
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
感
じ
取
る
力
」

が
鍛
え
ら
れ
、「
目
に
見
え
る
物
事
を
う
の
み
に
し
な
く
な
る
」

は
ず
で
す
、
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
―
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
総
合

展
―
」
は
、皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
作
品
展
に
す
べ
く
、

登
録
作
家
・
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
登
録
ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
協
力

も
得
て
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
日
の
ご

来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

文化庁ウエルカム動画の１場面

広告協賛企業（順不同）
わたしたちは天才アート KYOTO の活動に賛同しています

『無題』
佐野 靖文　Yasufumi SANO　1970 年生
W545×H392mm　色画用紙・アクリル絵の具
2019 年制作

ま
た
、「
京
都
市
市
民
し
ん
ぶ
ん
令
和
２
年
８
月

１
日
号
」
に
「
文
化
庁
ウ
ェ
ル
カ
ム
動
画
」
に
つ
い

て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

デ
ザ
イ
ン
コ
ラ
ボ
ふ
ろ
し
き 

第
２
弾
発
売

株
式
会
社
山
田
繊
維
「
む
す
美
」
ブ
ラ
ン
ド

と
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ

の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
「
ふ
ろ
し
き
」
の
第
２
弾
が
発

売
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
商
品
に
な
っ
た
の
は
、

TSU
CH

IYA AKIO

さ
ん
の
「
い
の
し
し
の
子
供

た
ち
」
で
す
。
鮮
や
か
な
色
彩
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
か
わ
い
ら
し
さ
が
際
立
つ
ふ
ろ
し
き
に
な
り
ま
し

た
。
ふ
ろ
し
き
と
し
て

の
用
途
の
ほ
か
、
大
き

目
の
ハ
ン
カ
チ
や
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
、
ラ
ン
チ
ョ

ン
マ
ッ
ト
な
ど
と
し
て

使
う
の
も
お
す
す
め
で

す
。き
れ
い
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
入
っ
て
い
ま
す
の
で
贈
り
物
に
も
最
適
で
す
。

■ 

会
員・寄
付
お
よ
び

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す

支
援
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
や
寄
付
、
ま
た
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://tensai-art.kyoto

■ 

広
告
主
さ
ま 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け

る
企
業
様
や
団
体
・
組
織
の
広
告
協
賛
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会

報
の
発
行
部
数
は
毎
号
３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、

関
係
機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配
布
・
配
架
を
し
て
い
ま
す
。

１
枠
（
55
×
22
㎜
）：
１
万
円
～
（
４
回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、info@

tensai-art.kyoto

ま
で


